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UNDB-J ロードマップのフォローアップ状況 

 
１．フォローアップの概要 

・ 各団体の個別の取組に関する、様式 A（工程表）と様式 B（取組個票）のリ

バイス。 
・ 具体的には、平成 28 年度の取組状況と、それを踏まえた平成 29 年以降の取

組の見直し。 
・ 加えて、できる限り各団体１つの「指標（2020 年の目標を含む）」設定を依

頼。 
・ 様式 B については、昨年度からの変更点として、取組の「自己評価」欄を追

加し、「A：予定した取組を概ね実施できた」又は「C：予定した取組を実施

できず」の標語、併せて簡単な自己評価コメントの記載することとした。 
 
２．フォローアップ結果概要 ※6/16 時点 

・ 「自己評価」については、「A」評価が 68、「C」評価が 1（ロードマップ外の

取組については「A」評価が 17）。 
・ 指標については、昨年は 32（11 団体）であったところ、現段階で 39（14 団

体）（ロードマップ外の取組について、指標は９）。 

資料５ 



【様式A】

■構成団体による取組（「取組の方向性」に沿った取組）

2016年（H28） 2017年（H29) 2018年（H30) 2019年（H31） 2020年（H32）

取組の方向性１．①企業、消費者に対して、生物多様性に配慮した生産・流通・消費活動等に関する教育・普及啓発を行う。

経済社会における生物
多様性の保全等の促進

31-6 1.① 環境省 ・事業者団体向け「手
引き（案）」公表及び普
及等
・民間参画ガイドライン
の改定に向けた検討

・事業者団体向け「手
引き（案）」の普及等
・民間参画ガイドライン
の改訂とりまとめ、公
表

前年度の取組状況を
踏まえ、必要な検討等
を実施

同左 同左 にじゅうまるプロ
ジェクト宣言数
（主に事業者によ
るもの）

111宣言（H28.3末
時点）

400宣言

2020年の目標
取組
番号

取組 取組主体 連携主体
取組の方
向性の項
目番号

工程

指標 最新値
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【様式 B】 

 

国連生物多様性の 10 年日本委員会ロードマップ 
関係団体・関係省庁の取組 

団体名：環境省  
取組３１－６ 経済社会における生物多様性の保全等の促進 

概要・目的 

・経済社会における生物多様性の保全及び持続可能な

利用の推進を図るため、必要な情報収集・発信等を

実施 

該当する愛知目標 ・目標１、目標４ 

ロードマップ「取組の方向

性」の項目番号 

1.① 

取組にあたって連携する

他の UNDB-J 構成団体 

 

取組にあたって連携する

その他の団体 

 

平成 28 年度実施内容等 

・ 民間参画ガイドラインの改訂に向けた検討を開始

（有識者等による検討会を２回開催）。 

・ 事業者団体の取組を促進するための「手引き（案）」

公表等による事業者団体の取組促進を実施。 

・ COP13 ビジネスフォーラムにおける情報収集等を通

じた国際的な動向の把握を実施。 

平成 28 年度の取組結果に

対する自己評価 
A：予定した取組を概ね実施できた 

C：予定した取組を実施できず 

A 事業者の取組を推進するため、民間参画ガイド

ラインの改訂に向けた検討を開始するなど、着実

に取組を進めている。 

平成 29 年度実施内容等 

（予定） 

・ 民間参画ガイドラインの改訂とりまとめ、公表（有

識者等による検討会を２回開催）。 

・ 事業者団体の取組を促進するための「手引き（案）」

に基づく事業者団体の取組支援を実施。 

・ 自然資本に関する国際フォーラムにおける情報収

集等を通じた国際的な動向の把握を実施。 

平成 30～32 年度実施内容

等（予定） 

・ 改訂した民間参画ガイドラインの普及等による事

業者の取組促進。 

・ 「手引き」の普及等による事業者団体の取組促進。 

・ 国際的な動向の把握。 

指標 

定義 
・ にじゅうまるプロジェクト宣言数（主に事業者によ

るもの） 

2020 年の目

標値 

・ 400 宣言 

最新値 ・ 111 宣言（H28 年度末） 

 


